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特別寄稿11

「
北
条
早
雲
」こ
と
早そ
う

雲う
ん

庵あ
ん

天て
ん

岳が
く

宗そ
う

瑞ず
い（

伊
勢
盛
時
）
の
宗
教
生
活
を
織
り
な
し
た
縁

を
考
え
る
と
、
曹
洞
宗
の
縁
、
箱
根
湯
本
早
雲
寺
の
創
建
に
至
る
大
徳
寺
と
の
縁
、
臨

済
宗
五
山
派
と
の
縁
を
見
い
だ
せ
る
。

一
、
曹
洞
宗
と
の
縁

宗
瑞
は
父
盛も
り

定さ
だ

の
頃
か
ら
、
曹
洞
宗
と
の
縁
が
深
か
っ
た
。

宗
瑞
の
父
伊
勢
盛
定
は
永
享
二
年（
一
四
三
〇
）、
曹
洞
宗
の
僧
古こ

澗か
ん

仁じ
ん

泉せ
ん

を
招
い
て

備
中
荏え
ば
ら
の
し
ょ
う

原
荘（
岡
山
県
井
原
市
西
江
原
町
長
谷
）に
法
泉
寺
を
建
立
し
た（

（
（

。
法
泉
寺
に
程
近

い
備
中
草
壁
荘（
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
）
に
は
応
永
一
八
年（
一
四
一
一
）
に
喜き

山ざ
ん
性せ
い
讃さ
ん
の

開
い
た
洞
松
寺
が
あ
っ
た（
２
）。

古
澗
と
喜
山
は
加
賀
仏
陀
寺
太た
い

源げ
ん

宗そ
う

真し
ん

の
流
れ
を
汲
ん
で

い
る
か
ら
、
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

備
中
の
有
徳
人
と
思
わ
れ
る
竹た
け

井い

玄げ
ん

保ぽ

と
い
う
人
物
が
、
文
安
六
年（
一
四
四
九
）四

月
に
洞
松
寺（
３
）、
享
徳
元
年（
一
四
五
二
）一
二
月
に
法
泉
寺（
４
）に
、
土
地
を
寄
進
し
て
い
る
。

法
泉
寺
へ
の
寄
進
は
、
竹
井
玄
保
が
伊
勢
盛
定
に
土
地
代
銭
を
融
通
し
た
売
寄
進
で
あ

る
。
法
泉
寺
・
洞
松
寺
は
備
中
国
の
地
域
社
会
と
の
関
係
で
も
交
流
が
あ
っ
た
と
推
定

で
き
る
。

喜
山
性
讃
と
洞
松
寺
は
、
東
海
地
方
の
曹
洞
宗
と
の
間
に
類
い
希
な
深
い
交
流
関
係

が
あ
っ
た
。

喜
山
は
遠
江
に
大
洞
院（
静
岡
県
森
町
橘
）を
開
い
た
如じ
ょ

仲ち
ゅ
う（

恕
仲
と
も
）天て
ん

誾ぎ
ん

の
弟
子（
５
）

で
、
後
に
遠
江
に
石
雲
院（
静
岡
県
榛
原
町
坂
口
）を
開
く
崇す
う

芝し

性せ
い

岱た
い

の（
６
）師

に
あ
た
る
。
崇

芝
は
応
永
末
年
に
大
洞
院
の
如
仲
の
も
と
で
得
度
し
、
大
洞
院
を
訪
ね
た
喜
山
が
、
崇

芝
の
法
器
を
見
込
ん
で
備
中
洞
松
寺
に
伴
い
帰
っ
た
。
崇
芝
は
喜
山
の
も
と
で
修
行
し
、

嘉
吉
二
年（
一
四
四
二
）に
喜
山
が
没
し
た
あ
と
は
後
継
者
の
茂も

林り
ん

芝し

繁ば
ん

に
従
っ
た（
７
）。

文

安
六
年（
宝
徳
元
・
一
四
四
九
）に
洞
松
寺
住
持
と
な
り
、
康
正
元
年（
一
四
五
五
）に
遠
江

に
帰
っ
て
石
雲
院
を
開
い
た
。「
郡
将
葛
股
氏（
勝
間
田
氏
）」が
田
地
を
寄
進
し
て
外
護

し
た
と
い
う（
８
）。

茂
林
は
文
明
一
九
年（
長
享
元
・
一
四
八
七
）二
月
に
崇
芝
を
洞
松
寺
に
呼

ん
で「
後
事
」を
託
し
た
と
い
う
。
宗
瑞
が
駿
河
に
下
る
の
は
こ
の
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

崇
芝
は
備
中
洞
松
寺
と
の
関
わ
り
を
維
持
し
て
い
た
。

応
仁
の
乱
の
直
前
の
寛
正
六
年（
一
四
六
五
）、「
勝
田（
勝
間
田
）
修
理
亮
」「
横
地
鶴

寿
」は
、
足
利
義
政
の「
申
次
」す
な
わ
ち
取
次
役
を
務
め
て
い
た
伊
勢
盛
定
と
連
繋
し

て
い
た（
９
）。

勝
田（
勝
間
田
）氏
と
崇
芝
性
岱
と
の
関
係
が
盛
定
と
勝
間
田
氏
と
の
絆
の
裏

打
ち
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

駿
河
国
益
津
荘
小
河（
焼
津
市
）
の
有
徳
人「
法
栄
長
者
」長
谷
川
氏
は
、
文
明
三
年

（
一
四
七
一
）に
曹
洞
宗
の
僧
賢
仲
繁
哲
を
招
い
て
小
河
に
林
叟
院
を
開
い
た
。『
日
本
洞

上
聯
燈
録
』に
よ
る
と
、
賢
仲
繁
哲
は「
出
備
中
平
氏
、
年
甫
十
二
、
禮
洞
松
茂
林
和

尚
披
剃
」し
た
と
い
う
。
備
中
出
身
の
人
で
、
茂
林
芝
繁
に
つ
い
て
洞
松
寺
で
出
家
し

た
。
そ
の
年
齢「
年
甫
十
二
」の
時
期
は
、
享
年
か
ら
逆
算
し
て
文
安
六
年（
宝
徳
元
・

特
別
寄
稿

早
雲
庵
伊
勢
宗
瑞
と
箱
根
湯
本
早
雲
寺

�

家
永
遵
嗣
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10 
箱
根
権
現
縁
起
（
部
分
）

第一段　常在御前の島流し場面

第十一段　箱根三所権現の景観
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